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本語教育を受けていない現状を示す。平成 27 年度の調査報告 2を見ても、やはり状況は変
わらない。これまでに結婚移住女性と日本語の関係をめぐり、多様な教育観から研究がさ
れてきた（田中 1996、石井 1997、藤田 2005、榎井 2009、富谷他 2009、森・内海 2012、








































































































































































て ZONE を設定し、言語が関係する社会的文脈を含めた彼女の略歴を示す（表 1）。 
本稿では、2012 年 11 月から 2017 年 3 月までの約 4 年 4 か月にわたるナルモンさんへ
のインタビューと、彼女と行動を共にした時のフィールドノーツをデータとし、解釈的ア
プローチ（箕浦 1999）によって分析を行った。データの概要は表 2 のとおりである。分
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表 1 ナルモンさんの略歴 







2 1996-1998 夫の赴任でタイ在住 
在タイ日本人に日本語を媒介語としてタイ語
を教える・日常生活では主にタイ語を使用 
3 1998-2001 再来日・仕事復帰 
仕事でも日常生活でも主に日本語（口頭表現）
を使用（以降 ZONE7 まで同様） 




6 2010-2015 夫が退職し在宅 
タイ語教師として自分が話す日本語を自己評
価し、日本語（口頭表現）に向上心を持つ 










表 2 データの概要 
データの種類 取得年月日 時間 場所 観点 
➊インタビュー  2012.11.05 67 分 教室 A   複数言語の位置づけ 
②インタビュー  2012.11.19 76 分 教室 A  複数言語の位置づけ 
❸インタビュー  2012.12.30  17 分 飲食店 ➊のフォローアップ 
❹フィールドノーツ 2013.05.18   － 教室 B 居場所 
❺インタビュー 2013.11.11  47 分 教室 A  ❹のフォローアップ 
❻フィールドノーツ 2014.01.06  － 病院 生活上のトラブル 
⑦インタビュー  2014.02.07 47 分 飲食店 日本語の位置づけ 
❽フィールドノーツ 2014.02.14   － 教室 C・居住地域 仕事・生活上のトラブル 
⑨インタビュー 2014.03.01 57 分 飲食店 人生・アイデンティティ 
⑩フィールドノーツ 2014.04.27  － 居住地域  娘との関係 
⓫インタビュー 2015.12.13 86 分 飲食店 自立・幸せ 
⑫インタビュー 2015.12.20 64 分 寺の休憩所 生き方 
⑬フィールドノーツ 2016.10.15   － 飲食店 タイでの展望 
⑭インタビュー 2017.03.20 71 分 住居（タイ） 生き方 


























メント 7を示し、分析結果を記す。分析過程で生成した概念的カテゴリーは《 》で示す。 
6.1 家族に頼れる安定期（ZONE1～4） 
ナルモンさんは来日直後、週に 5 日間日本語学校に通い、日本語を読む、書く、聞く、
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ZONE8 は、2016 年 11 月にナルモンさんが単独でタイに帰国して以降、本稿の調査終
了日 2017 年 3 月 21 日までを指す。彼女は義姉（ナルモンさんの亡くなった兄の妻）の家
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 2 次の WEB サイトを参照した（2017 年 6 月 1 日閲覧）。「平成 27 年度国内の日本語教育の概要」
（文化庁調べ） http://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/nihongokyoiku_   
jittai/h27/「在留外国人統計」（入国管理局調べ）http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=   
000001150236 
 3 本稿で論じる「「自然に習得」とは、「管理者が特定できず、無意識に行われる習得」（宮崎 2005:8）
を意味し、自身が意図的に習得を管理する自立学習とも区別する。 
 4 イリイチの「レイ・リテラシー」については、小柳（2010:13-48）を参照した。 
 5 小柳（2010）によれば、ウィリアム・グレイが 1956 年にユネスコの要請に応じてまとめた識字
教育に関する調査研究報告書で、「学習者が指導員の助けを借りずに自分で読み書きの用を満たす
ことができるところまで識字訓練を施すこと」を意味する「機能的リテラシー」の概念を登場さ




 6 「cultural literacy」は「文化リテラシー」、「文化的リテラシー」、「文化の識字」等に訳される。
「cultural literacy」については、菊池（1995）と小柳（2010）を参照した。  
 7 インタビューデータの内容を示す際、以下の記号を使う。 
  ①名前 インタビュイー：N、インタビュアー：F（筆者）・K（唐木澤） 
  ②記号 文末のイントネーション：上昇「？」音の強さ：「↑A↑」沈黙：「…」、笑い「hhh」 
  ③文脈の理解を補う説明は（   ）内に記述する。 
④分析上、強調したい部分には下線を引き、番号をつける。なお、本稿でセグメントの内容を記
載する際、【SEG1】【SEG2】のようにセグメントごとに番号を付す。 


































吉谷武志（編）『ひとを分けるもの つなぐもの―異文化間教育からの挑戦』第 8 章、ナカニシ
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